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2012/3/10シンポジウム 「質保障」を問い直す 発達保障からのアプローチ

「発達保障J50周年と rRightto DevelopmentJ 

一大学評価学会の掲げる「学生の発達保障を可能にするような教育・研究のありょう」とは-

渡部昭男(神戸大学大学院人開発達環境学研究科/教育行政学，発達保障論)

1 大学評価学会と発達保障

1-0 大会及びシンポジウムの趣旨と本報告の課題

。本大会の要項「大会コンセプト」

大学評価学会は2004年3月28日に設立大会を開催し大学評価京都宣言ニもう一つの『大学

評価』宣言」を採択し，学会における研究のありょうを明らかにした。そこでは， r大学評価の基

本に，学生の発達保障が明確に位置づけられる必要があるj ことを指摘している。

0シンポジウム副題「一発達保障からのアプローチ-J'" r発達保障」という視角について
1 -1 準備過程

02004.1.15. r設立発起人としてのご参加のお願い」呼びかけ人:田中昌人・池内了・篠原三郎
「大学評価学会設立にむけて(一次案)J →「通信J1号等に「設立趣意書」として再録

1)設立趣旨:・・・今日，大学評価は，大学が社会的役割・貢献を行う上での必須条件となって

います。社会的役割・貢献は，経済的のみならず社会的な広がりをもった多様で多元的な価

値視点から求められるものです。この多様で多元的な視点から大学評価を行うことが必要と

なっているのです。

2)研究課題:⑤①~④の研究とともに大学の社会的役割・貢献の評価を行う。この場合，経済

的視点のみならず社会的，国際的，市民的，地域的などの視点，同時に民主主義・平和，人

権，ジェンダー，環境問題，貧困問題等といった 21世紀の社会が直面する課題も含め，評価

および評価基準を研究する。学生の発達保障を可能にするような教育・研究のありようにつ

いての研究を重視する。

1-2 設立大会 2004.3.28.

0第一部:報告「大学評価の現代的意味」の一報告~田中昌人「学生の発達保障と大学評価」

→『シリーズ「大学評価を考える」第 1巻Jに収録

第3章学生の発達保障と大学評価-教育行政の数値目標と発達保障のための評価一

1) r無償教育の漸進的導入」の視点

2) r青少年期のトランジション保障」の視点

1-3 学会通信における「発達」記事

0第 1号 (2004/4/25)'"第28号 (2011111120)[年4回， 2009年度~年3回]

PDFデータを「発達」で検索 →ほとんど語られていない!→しかし 3つの低い山(丘?)

2004年度 1号(6)，2005年度 8号(3)，2006年度9号(1)， 2008年度 17号(3)・20号(2)，2009 

年度 23号(1)， 2010年度 24号(1)，2011年度 27号(1)・ 28号(3)

u設立時~田中昌人代表の逝去 2))11口洋誉・細川孝会員 3)第9回大会の報道

1-4 川口&細川会員の発言

017号(川口)P.M.ハーテロー氏=大学教育の目的'"'-'r学生を人間存在として発達させることj
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020号(川口)教育の公共性とは学習者の成長発達に奉仕し教

育を受ける権利を保障すること

020号(細川1)学生の発達という視点の重要性[二重線囲み記

事]

きて、星空f1銭ノド紘"C'I主、人?を舎のた r;7
f史JIまr公のflJ:{Jを有するものであり、そ
の~盗殺を「潟、崎弘必f公J続母体A(J~主絡に添:

める法人Jのみと Lてい事 (iiful':鱗1綴). 
r公の特質』、つまりB.f1の去を九段主は?

望号<1>成災予告主霊に遇制t: L 4賞作を~げる獄事l~~

隠することと解される. ζζから今波紋11と
害者約紋織とは.j6将れなもるい，うこと由犠Sまさ
れる. この殺伐の公共併を事tC!!できるお ~L

さらに 、 ヅ伎の~ì撃というØl必のm草野憾であ
り、大字人?までの浴後で、どのよう令書置す7後
5!lげているか主いうこ止に関心を終つことの

3耳害生です.このことは、教I'n車雪量にとどまらすt
?-伎がTすって3た討会覇軍8曜にむ伐を肉げるとい
うよ邑にむつながります. (時it，c毒殺't1サ甲ピ

スの~ '1 1'としてではなく} 級't1の匂家事?とし
ての?俊幸どう認織するかは、):.~喜子4舗 を 与え
る般にる型車饗な濃I'll:~まるでL ょう .

2.学生の発達保障を可能にするとうな教育・研究，..， r発達保障J50周年によせて

2 -1 r発達保障J50周年~故・田中昌人共同代表の遺志~
0生い立ち(田中昌人[2001]W発達の土割』あいゅうぴい)
・・・私が人間の発達を研究し，発達保障の論究を志して各地の学習会に参加をしてきた一員として， 21世紀に

なったこの機会に，先ず十五年戦争の敗戦直後までの私自身の体験を記すことによって，これまでの平和と

発達保障への歴史的希求に， さらに新たな気持ちで参加したい・・・ [pp.6-7]

構成:1松本での無言の行(1932年 1122東京生まれ，小3まで松本)/2徳島での飯事遊び(1941

~) /3 岡山への疎開 ( 1944~中 1) /4日笠への再疎開/5その年，その刻 (1945年8月

15日昼)/6戦後の清水へ/7学籍が変えられていた f

. r3.岡山への疎開J以降は岡山一中の生徒として， 教練などに脅えつつ，それでも必死に生き抜いた 12

歳3か月から 13歳9か月造の 1年6か月間の，私にとっては無断で私の学籍が変えられてしまった時代に

おける，この世における存在証明を自らにおいて行うという意味をもつものとなった。・・・ [p.76]

0大学生時代(田中昌人[2005]r荒地の緑JWあの頃の大学生たち』クリエイツかもがわ)
構成:空きっ腹の志 (1950新制大学第2期生)/ rケフイクパ スJ/ r教育学をやろうJ/
移植/嵐/生まれ出ずる学に拠りて/荒地の緑 (1954年 1116卒業論文「新胎教の可能性と

展開上の諸問題-Schwangerschafts -toxikoseの出生児に及ぼす影響調査一J，高IJ論文「胎教

の変遷J)

0教育学部助手~近江学園時代(田中昌人[2006]r土入れと，麦踏みとJWあの頃の若き旅立ち』
向上)

構成 :青春の芽に固まれて (1954年 5月任期付き助手)/研究調査と日本心理学会開催の取組

み/教育的真実への道/教育的人間群像/1955年体制を前に/土寄せを前にした現実の壁

(1956年4月~近江学園)/京都大学などからの実習生やボランティアと/13回の土寄せ

を重ねて (24~38 歳まで， 1970年~京都大学)

01961 年~r発達保障J の提起(田中国人[1997] r全障研の結成と私の発達保障論JW全障研三
十年史』全国障害者問題研究会出版部)

・・私の「研究部のあゆみJは， 1961年1月22日という私の誕生日の日付である。・・・/私が「発達保障J

という表題を用いて原稿を書き，印刷物となったのは，この『近江学園年報 第九号』に収められている 「研

究部のあゆみ」が最初である。・・・ [p.463]
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-・・精神薄弱児を「存在の類型」として認識するのではなく， r発達の様式Jとして，その中にある法則性を

認識して教育技術をなりたたせる必要がある・・・ [pp.463-464]

・「“発達に規定された学習"が問題になるのではなく，むしろ“学習に規定される発達"という意味で指

導が問題になってくる」・・・ [p.464]

一このように述べていく認、識の方向を「フランスの教育改革委員会が国民教育組織の諸原理の中でもちいて

いる発達保障という言葉をかりるならば，精神薄弱児なりの完全な発達保障をねらっていくのだとしw、かえ

ることができるJと記している・・・ [p.465]

01可逆操作の高次化における階層一段階理論J(田中 2006)

・・次元可逆操作の階層における内的法則性を取り出すことができて児童編成に生かすまでになったのが，

1960年度から 1965年度にかけてで、あった。・・・ [p.l09]

一こうして以後，次元可逆操作の階層からそれ以前，つまり出生後からのこつの階層[引用注~回転可逆操

作の階層，連結可逆操作の階層]を把握できたことは，次元可逆操作の階層からそれ以後の二つの階層を数

学的認識と生活綴方的認識，操作活動において解明を進めるものとなり，成人へ向けて変換可逆操作の階層，

抽出可逆操作の階層における内的合法則性があることを，これまた発達の原動力と教育的発達の源泉の関係

で取り出すことになっていった。・・・ [pp.l09-110]

・・回転，連結，次元各可逆操作の階層は，胎生期に続くその発達的評価を家庭を基本とした地域社会とする

が，次の変換，抽出，創出の階層は文明の価値と発達の価値に繰り込んでいくという，社会を基盤とした宇

宙に進んでいくので，第三の大階層においては第二の大階層における人間進化の階層における発達の下部連

関，基本連関，上部連関，内部連関のような発達連関をそれ以前のように機械論的に取り出すことはできな

い。そこでは文明の特質に基づく発達連闘が自由にさまざまに取り出されるのであって，その生成連関にお

ける自由度は高い0 ・・・これ以後の発達の階層の研究は未着手であるが，各種の異なる人間的時空間をもって

総合化されていく発達的自由の世界となることは間違いないであろう。 [p.l11]

・・・発達の大階層の発達的自由を一貫して保障していく制度的基礎が計画的につくられていくことが人聞の

前史時代から歴史時代の課題になっていくことが指摘される。それを待つことなく人聞の労働時間の短縮を

実現していくことによって，マルクスのいう人開発達を， r必然の国」から， r人聞の力の発達Jが実現して

いく「自由の国」へ向けていくことが自覚的に求められて行くようになる。 [pp.111-112]

02004'"'-'05 1大階層の概念」の導入と「創出可逆操作の階層」の命名

(田中昌人[2007] ["新しい大学連合「関西国」を考え，創出にあたる際のいくつかの基本視点

(2005年 10/22講演録)J~士割の刻』クリエイツかもがわ)

一この「倉Ij出Jという言葉にかかわって，実は私たちは発達研究の新しい段階に入ってきまして「創出可逆

操作の階層」という新しい階層を今年ついに命名するに至っています。・・・ [p.23]

・・・私はたいへん楽観的にこれを申し上げているのですが，人開発達の研究の面ではかろうじて間に合ったと

いう感がしております。・・・2004年から 2005年にかけて人開発達に大階層の概念を導入して，それを導入す

ることによって新しい発達の原動力がどこで生まれて，どう飛躍していくのか，そのことが解明されて，そ

れに対して教育的発達の源泉を教育的にどう組織していったらしW、かについても解明されました。しかし，

解明されたといっても原則がわかっただけなので，具体的なことはこれからつくっていくことになります・・・

[p.33] 
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02005年 11/18逝去(享年73)

・・・皆様のご協力をいただき，亡くなる前に一冊 [引用注一『日本の高学費をどうするかJ1Jを出していただ

くことができました。亡くなる二目前に本が届けられ，起き上がって大きく領いたようでございます。・・・ (田

中杉恵[2007]r田中杉恵先生からのメッセージJ~土害1)の亥IJJI p.225) 

2-2 青少年期のトランジション保障，青年期・成人期の発達保障

O青少年期のトランジション保障(設立大会での2004田中報告)

・・・青少年期 10年間のトランジション保障を整えて，大学教育を位置づける評価を行っていくことです。青

少年の発達において 14，15歳というのは，生後第4の新しい発達の原動力が発生してくる，この上なく重要

な時です。・・・/生後第4の新しい発達の原動力は「連帯した価値を深く識っていくカ」 です。それは同年齢，

あるいは異年齢，あるいはプロの人たちと連帯，協力して，発達にふさわしい価値をっくり出していくとい

う力を伸ばす側面を持っています。これに対して教育的な発達をうながす質の異なる複数の時空間単位を持

った教育をおこなって， 20歳なかぱに社会活動を担っていくなかで，人格の発達的基礎として，歴史的，社

A
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会的，創造的で，民主的な第 1期の社会的自己を形成していきます。 10歳代なかばから 20歳代なかばとい

うのはそのような 10年間です。そこでは個性を表しながら，経験を教訓として育ちゆくさまざまな過程があ

ります。そこに非教育的，非人道的なものを制度として持ち込むということを改めようということが，青少

年期教育の大切な方向です。 mシリーズ「大学評価を考える」第 1巻11pp.35・36J
・・・青少年期教育，学校教育，社会教育を総合して，教育を本来のものにしていくことです。さらにディーセ

ントワークなどに継続したものとして大学教育が位置づいていくことです。・・・ [p.38J

0青年期・成人期の発達保障(亡くなる直前の 2005講演)

・・大学で 1年次教育をおこなうのであれば，これから 50年先に向けて何を学ばなければいけないのかを考

えなければなりません。これから 50年後に・・・人口問題や貧困問題，あるいは環境汚染問題など，緊急事態

に対応する諸問題について，少なくともこれだけのことは解決できるための知識と見識をもってどう学んだ

らいいかがわかることを学ぶことが必要です。そういう大学生の迎え方をしてこれからの4年間，君たち

と一緒にやろう」とし、うことが行われる必要があるのではなし、かと思います。 [p.30J

02050年までの課題(田中昌人[2001]r平和・安全・発達保障の応用心理学を目指して-2050

年迄の応用心理学の前提と課題に関するミレニアム考-JW応用心理学研究JI27(2)) 
1)人口問題 2)貧困問題 3)資源不足問題 4)環境汚染問題(オゾン層の破壊・地球温暖化・

環境汚染問題) 5)緊急事態の回避と犠牲者救援(戦争の廃絶・紛争の予防，核兵器の廃絶)

*問題解決を進める際の基本的原則

1)共進化の機制を撹乱しない原則 2)生成の原動力に焦点づけた資源の利用と全サイクルシス

テムを構築する原則 3)民主的な自治と連帯・共同によって平和・安全・発達保障を実現する

原則

「発達保障の視点」から大学評価を一層深めていく

「学生の発達保障を可能にするような教育・研究のありょうJの点検・評価並びに創出・創造

~例えば 3つのポリシー(アドミッションポリシー，カリキュラムポリシー，ディプロマポリ

シー)，実際のカリキュラム編成と講義・演習・実験・実習等の授業実践など

3. rRight to Development=発展への権利」に即した大学の社会的なあり方

3 -1 r無償教育の漸進的導入jへの飛躍

0大学評価学会における研究=国際条約を挺子とした原理的解明と主張

実は，政策転換への論理(理屈)を提供することに繋がったと見なしうる

*2010年「公立高等学校に係る授業料不徴収及び高等学校等就学支援金の支給に関する法律」

O高校授業料等無償化の 3つの理由(政権与党並びに文部科学省の説明)

1)進学率98%，国民的な教育機関，教育の効果が社会に還元されている，社会全体で負担を。

2)全ての意志ある高校生等が安心して教育を受けることができる，家庭の経済的負担の軽減。

3)諸外国では多くの国で後期中等教育を無償，国際規約の留保撤回に向けた施策

*ただし，ただちに高等教育における「無償教育の漸進的導入」には向かっていない。

「パラマキJ攻撃の展開 高等教育独自の論理の導入と構築

0国際人権規約A規約第四条(教育についての権利)2項

(a)義務教育~無償 (b)中等教育~無償教育の漸進的導入(c)高等教育~無償教育の漸進的導入

締約国 160か国/留保3国のうち，ルワンダは 2008年に撤廃/残るは日本とマダガスカノレ。
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0学費問題が類似した日本と韓国(国庫助成に関する全国私立大学教授会連合[2011発行パンフ]

「誰もがお金の心配なく大学で学べるようにJ)

OECD資料にみる「高等教育費の対GDP比 (2007年)J =ともに OECD加盟国中最低の 0.6%

OECD資料にみる「高等教育における公私負担割合 (2007年)J =公財政はわずかに 20"-'30%

Oその韓国で「大学授業料の半額化Jr大学授業料の後払い制」が市民運動の課題に
市民運動家の朴元淳弁護士が市長になったソウル市=ソウル市立大学で、2012年から半額化

2012年4月予定の国政選挙において候補者の「大学授業料の半額化」への賛否を公開し，否の

候補者の落選運動を展開予定=1980年代民主化運動を経験した層が授業料を払う年代に

02012年 2113・16に韓国調査(渡部・望

月・日永会員)

訪問先 :参与連帯，大学教育研究所，大

学教授労組，ハジャセンター(対案

学校や社会的起業などの青少年支

援)，ソンミサン(対案学校や自然

食運動を展開する地域)，代案大学

構想、メンバー

←ソウル新聞 2012.2.15.記事

3-2 第三世代の人権としての rRightto Development=発展への権利j と高等教育のあり方

0一国では完結しない地球時代の新しい人権概念

第一世代の人権=自由権 第二世代の人権=社会権 第三世代の人権=連帯権

O第三世代の人権

環境(持続可能性)への権利，平和への権利，人類共同財産への権利， そして「発展への権利J

01986年国連総会採択=Declarationon the Right to Development=発展への権利宣言

1)あらゆる人権と基本的自由が実現されるような経済的 ・社会的 ・文化的・ 政治的発展に参加 ・

貢献 ・享受する権利

2)発展の中心的主体は人間(個人)であり，人間がこの権利の積極的参加者 ・受益者である。

3)共同体が人間の十全で自由な発達を保障しうる。国家は適切な圏内発展計画を立案する。

0高等教育のあり方

第三世代としての Rightto Developmentを礎に， 2050年までに解決すべき課題に共同 ・連帯

していく教育 ・研究

O神戸大学大学院人開発達環境学研究科&神戸大学発達科学部の試み

人間の発達と人開発達を取り巻く環境の発展を対象とした複合的な学問 ・研究 ・教育を志向

学部共通科目「発達科学への招待J(1年次前期)

4学部で領域横断型の ESD(Education for Sustainable Development)サブコースを設置運営

2005 Wキーワー ド人間と発達』大学教育出版(増補改訂版2007)/2006 W人間像の発明』ド

メス出版/2008W発達科学への招待』かもがわ出版

02013年第 10回大会(龍谷大学)への継承と更なる発展を

以上
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